



















るという形式になっているのだが、ロ クウッド自身が直接見たり、聞いたり、体験したりす 部分もあり、また、ネリーの語りの内部には、別の作中人物 ちによる語りも混入している。作中人物が語 手となっている以上、視点は制限され、当然、知りえる情報も制限されており、最も外側にいる語り手、すなわち最終的な情報の集積先であるロックウッドに向かって、様々な源から様々な経路を通って情報が流れていく、ということになっている。　『嵐が丘』の核となる物語、ヒースクリフ（
H
eathcliff ）を中心と












と見なされることが多く、作中人物として、この二人の主要な語り手は、無知あ いは偏狭で 者や読者よりも低いレベルの理解力しか持っていない、 か、独自の打算的な動機によって歪んだ見 を持っている、 どと言われたりする。しかし、作者と語り手との間に存在すると思われる価値観の差異ばかりが強調されすぎて、作者の代わりに物語を語っている語り手の役割で、見逃されている側面があるのでは いだろうか。たとえ認識レベル低い、ある は私利私欲で偏向し るとし も 物語 要素を選択し、構成し、それを語るという点においては、この語 手たちが非常に巧みで、作者 同等の力を こ 否定 きない。そして、読者を物語に引き付ける点 おいても、作者と同等の力を発揮 いる。ネリーが巧みな語り手であり キャサリン（
C
atherine ）やヒースクリフの激情と苦悩を効果的に伝える手
腕は、作者エミリー・ブロンテに匹敵する。ネリー 平凡 価値判断や世俗的・打算的な動機が 彼女の信頼性 減じて るとしばしば論じられるが、それによって彼女の語る中心人物たちの物語自体の信頼性が揺らぐとは考えにく 。もちろん ネリー 判断が誤っていることもままあるが、情報伝達という点においては、かなり正確である。
  ネリーの歪められた語りに騙されないために、




価値を十分理解していることを証明しているのではないだろうか。ネリーの世俗的な世界観、平凡な価値判断は信頼できないかもしれないが、それが語りそのものの信頼性を減じることはない。さらに、このネリーの語りがロックウッドを通して読者に伝えられていることを思い起こすと、ロックウッド自身も、ネリーと同様に巧みな語り手である、あるいは少なくとも効果的な語りを正しく評価する能力を持って ると考えざるをえない。この二人の語り手は、有能な情報伝達者としての二つの要素、情報収集と情報伝達に対する志向と 兼ね備え い のである。本稿では、小説の二人の主要な語り手ネリーとロックウッドへと集まる情報の経路を検討しながら、彼らの語り手 しての資質について考えていきたい。　
ロックウッドとネリーは、それぞれ異なった人格を持っており、
前者が自己満足した平凡な都会人、後者が常識的な、あるいは打算的な家政婦、という風に見 されることが多 。どちらにも共通して言えるのは ヒースクリフやキャサリンの野性的な激情は大きなコントラストを成す、と うことだろう。物 のとして、語る材料を集めるという観点から、二人に共通 質として、両者とも穿鑿好きである点が挙げられる。ネリー 地元の噂話をせがみ、彼女が「ゴシップ好きであることを心から願う」（“hoping sincerely she w










望みをはっきり述べてい 。そして、小説の終盤で、一年越しに嵐が丘に戻って たロックウッドは、 「好奇心と羨望の混ざった感覚」 （
“a m
ingled sense of curiosity, and envy” [307] ）に突き動かさ
れて、窓から気づかれぬように、二代目のキャサリンとヘアトン（H
areton ）が仲睦まじく勉強している様子を盗み見る。そして、そ
のまま隠 続けて、最後まで二人の前 姿を現すことはない。このように、見る側の一方的な好奇心を満たそうとする窃視的 態度を露わにしてい 。この点で、彼の告白する過去のロマンス示唆的だ。ロックウッドが触れる短いエピソード よれば、彼は海岸の町で過ごしているとき 魅力的な女性に出会 が 女性のほうから見つめられたとたんに委縮して冷た 態度を取る。ロックウッドにとって、その女性はまさに女神（
“real goddess” ）なの
だが、それは、 「彼女のほうで 私 気づい い 間だけ」 （
“as 

















hent 197 ） 、窓やドアは、覗き見や立ち聞きによって、














thorn 1–37 ） 、

























eathcliff] forgot everything the m
inute they w
ere 
together again, at least the m
inute they had contrived som
e naughty plan 
of revenge; and m
any a tim






ore reckless daily, and I not daring to speak a syllable for fear of losing 
the sm
all pow
er I still retained over the unfriended creatures. (47)












“I took the liberty to listen” [117] ） と公言
して、盗み聞きを正当化しようとする。こうしたネリーの窃視的傾向と権力への志向に、ヒースクリフは感づいており、 「あん に俺の家を穿鑿してもらいたくない！」 （
“I w
ant none of your prying 
at m
y house!” [291] ） とヒースクリフはネリーに向かって言う。
　
このような窃視的傾向は、ネリーに留まらない。入れ子構造に















oung folks are alw
ays 
the better for an elder’s overlooking” [295] ） 。
　
小説の前半、若き日のヒースクリフが、キャサリンとの冒険の




aving noticed a slight m
ovem
ent, I turned m




 the bench, and steal out, noiselessly. H
e had listened till he heard 
C
atherine say it w
ould degrade her to m
arry him
, and then he stayed to 
hear no farther. (81)
ここでのヒースクリフの立ち聞きは、意図 もの なく、窃視的な好奇心を満足させようとしたわけではない。自分の利害に関する話を、偶然に聞いてしまっただけであ 。しか ヒース
クリフは、話している人物には気づかれないようにしており、立ち去るときも音を立 ないため 、結局のところ、立ち聞きと同じ状況になっている。そして、ネリー ヒースクリフの存在に気づいており、それを黙っている。
  この場面では、隠された情報を
立ち聞きする者 さらに立ち聞きする者を一方的に見る者、と監視の状況が重層的になっているが、ここで最も高いレベルにいる監視者はネリーである点に注目すべきであろう。この時ネリーはヒースクリフの存在をキャサリンに知らせないと う情報操作をおこなっており、 その結果、 ヒースクリフは復讐を胸に抱いて出奔し、キャサリンはショックで病に倒れ 。ここにネリーの悪意の存在が指摘されたりもするが、こうした重大な結果を が期待していたかどうかは疑問が残る。しか 、少なくとも、誰よりも情報を得られる立場にあるネリー キャサリン、そしてヒースクリフに対して優位に立 いる は間違いなく 彼女はそのような立場を常に目指しているのであ 。　
小説の冒頭、ロックウッドは家主ヒースクリフに対して興味を





“[I] felt secure against 
the vigilance of H
eathcliff, and everyone else” [19] ） 。監視は、ロック
ウッドに対するさらなる圧力となりうるのだ。　
この後、ヒースクリフとロックウッドの力関係が逆転する瞬間
が来る。ロ クウッドが子供の亡霊を見てパニックになり箱寝台から脱出したあと、叫び声を聞いて駆けつけたヒース リフは、しばらく箱寝台のところに留まる。そこでロックウッドは、ヒースクリフが慟哭する を見る。暗くて見知らぬ廊下を進むこ ができないために、部屋から出て行けなかった、という正当な言い訳があり、偶然手 入れた立場なのだが、この完全に一方的 眼差しは、ロックウッド 一時的な優越感を与え、ヒースクリフに対して憐れみの情さえ覚えさせる。この力 逆転が示しているように、一方的な眼差しにおいて、見 者は、 対象に対 優位に立つのである。　
語り手たちの情報収集は、好奇心によって積極的におこなわれ
るだけではない。ネリーの場合 ほとんどすべての作中人物の信頼を勝ちえており、それゆえに、彼女は多くの人物からの打ち明け話を聞くことになる。ロックウッドが話を引き出 のは、ほとんどネリーからだけであ が、ネリー自身の場合は、何 もの作中人物が情報源として、進んで彼女 情報を提供するのである。彼女が秘密を守れる人物ではないにもかかわらず、母娘 も も二人のキャサリンも、ヒースクリフも 秘密を打ち明けたり自分の感情を吐露したりする相手にネリーを選ぶ また、ネリーに宛







acovski 368–71 ） 、実際のところ、告白を受





yself a steady, reasonable kind of body, [ . . . ] not 
exactly from
 living am
ong the hills, and seeing one set of faces, and one 
series of actions, from
 year’s end to year’s end: but I have undergone sharp 
discipline w
hich has taught m
e w
isdom










ou could not open a book in this library 
that I have not looked into, and got som
ething out of also; unless it be that 
range of G
reek and L
atin, and that of French —
 and those I know
 one from
 
another: it is as m
uch as you can expect of a poor m
an’s daughter. (63)
ここではネリーの虚栄心が暴露されているとアイロニカルな解釈を下す とも可能であろうが、それよりもむしろ、中心的な作中人物たちが話し相手として彼女を選ぶことの正当化がおこなわれていると考えるべきだろう。厳しい鍛錬と読書によって、物語を伝える言語能力、および他の人物から信頼を得るに足りる理解力を獲得し ため 多くの人物からこれほど打ち明け話を受けても不自然ではないのだ。　
ネリーが他の作中人物に対して、比較的公平に同情を与えてい

















[ . . . ] It requires som










 to his, and relating the w
hole story, w
ith the exception of 
her conversations w
ith her cousin and any m
ention of H
areton. (254)
このエドガーへの告げ口では、意図的 省略される部分もあって、一種の情報操作がおこなわれているため、ネリー 打算的な行為のひとつと見なすこともできよう。そして、確かに、エドガーへの情報提供により、ネリー 優勢 立場を占めること なる。しかし、この告げ口は熟慮の末におこなわれているわけでもな 、む
77
『嵐が丘』における情報の流れと巧みな語り手たち
しろ衝動的である。ロックウッドにも話し好きであると認められているネリーは、情報を集めるだけではなく、それを発信する欲求にも突き動かされてい ようだ。ここにも、ネリーの権力への志向が見られ 。情報を伝えることによって、たとえその瞬間だけだとしても、聞 手をある程度支配できるのだ。二代目キャサリンがリントンとこっそり文通してい のを発見し も、それをキャサリン自身に話し、自分の支配的な立場を強固にする。またネリーはロックウッド 物語を聞 せる目的として、ロックウッドがキャシーと結婚して、彼女を救ってもらえたら良いという期待を抱いていた、 言うが、その後のネリーの行動を考えると、その目的はそれほど強いものではない。それより むしろ、情報を渡すことによって、ロックウッド 対 て優位な立場 取 うしていたのではないだろうか。実際、ロックウッドは、ネリーの語りによって、完全 支配されているようだ。結局 ところ、ネリーの情報収集は 情報を発信して力を誇示するためにおこなわれているとさえ思える。　
同様に重要なのは、語ることにより、語られる内容を枠の中に
入れ込み、抑え込むことができる いう点だ。語りの枠 中にはめ込むことによって、キャサリンやヒースクリフの激しい愛憎や幽霊のような超自然現象など、圧倒的な力を持ったも さえ制御できる。窃視者ロックウッドは、一方的な眼差しによって、他者に対して優位な立場を取ろうとするが 彼はまた、他者を語り枠の中に閉じ込めて、自分の力の及ばないものを支配しよ としていると言えるかもしれない。ロックウッドは、地方 人たちを蜘蛛に譬えて、観察の対象として矮小化しようとする。
I perceive that people in these regions acquire over people in tow
ns the 
value that a spider in a dungeon does over a spider in a cottage, to their 




I lingered round them




ong the heath, and hare-bells; listened to the soft w
ind 
breathing through the grass; and w
ondered how
 any one could ever 
im
agine unquiet slum
bers, for the sleepers in that quiet earth. (337)














にせよ、キャサリンの死後、ヒースクリフに便宜を図ってやるという行為が彼女の世俗的な利益につながるとは考えにくい。将来のために、ヒースクリフに恩を売っている、とか、自分が情け深い人間であることを聞き手のロックウッドにアピールする、などと考える は まりに強引だろう。むしろ、この象徴的な行為を語りの中に入れ込むこと よって、自ら 語りをより劇的にというのが第一 目的ではないだろうか キャサリンがエドガーとの婚約をネリーに打ち明け 場面 見てみると、 「……いま、ヒースクリフ 結婚するのは身を落とすことになる。だから、ヒースクリフはわたしがどんな 彼を愛しているか知 はいけ い。愛しているのは、彼 ハンサムだからじゃないわ、ネ ー、彼がわたし以上にわたしだからな 。……」 （






; so he shall never know
 how
 I love him
; and that, 
not because he’s handsom
e, N
elly, but because he’s m
ore m
yself than I 
am
. . . .” [82] ）
というキャサリンの告白について、
ネリーはちょう
ど「ヒースクリフと結婚するのは身を落とすこと なる」のと ろでヒースクリフが出て行った、と言う。しかし、このキャサリンの台詞の中で、本当にそんな絶妙のタイミングで出ていったのどうかは疑問の余地が残る。ま 、そ 後 ヒースクリフへ 愛の激白をヒースクリフが聞いていた すれば、違った結果に っていたのかどうかも不確かである。結局、キャサリンがエドガーを選ぶという決断をしたのであれば、ヒースクリフが嵐が丘に留まっていた は考えにくい。少なくとも の絶妙のタイミ グ
でヒースクリフが出て行ったとすると、いかにもドラマティックであり、それこそ天性の語り手ネリーが望むものではないだろうか。ネリーが持っているのは、悪意や打算などよりも前に、効果的な語りへの志向であると思える。　
作品全体がロックウッドによって書かれているのだから、彼は
作者に最も近い位置にいることは明らかである。この語り手が信頼できないとどれだけ言われようとも、 『嵐が丘』の世界をこれだけ劇的に表現しているのは結局のところロックウッドなのであ 、彼は作者に匹敵する表現力を備えている は否定できない。また、ネリーが伝えてくれた話を、 「少し短くするだけ 彼女 言葉をそのまま」書き留めていると認めるロックウッド 、彼女「かなり良い語り手であり、その表現を私がより良いものにできるとも思えない」と述べている（
“I’ll continue it in her ow
n w
ords, only 
a little condensed. She is, on the w
hole, a very fair narrator and I don’t 
think I could im
prove her style.” [158] ） 。ネリーもまた作者に匹敵す
る表現力を持っており、ロックウッドは少な ともその力量を評価できるだけの判断力を備えているのだ。　
ネリーやロックウッドがきわめて理性的、常識的で、キャサリ




“odd transgressions I never im
agined previously” [23] ）とし
て、寝る前に読んだ冊子やキャサリンの日記に影響されて生み出された悪夢であろう、と合理的に説明しようとする。しかし、これらの悪夢はあくまでも彼自身の想像力が作り出したものであり、それを拾い上げて書き留めているのも彼自身なのである。　
幽霊についても同様のことが言える。ネリーやロックウッドは、
幽霊の存在を否定しようとするが、完全には否定できずにいる。実際に幽霊が視覚的に描写されるのは 物語の冒頭の夢の中で、ロックウッド自身が出会うキャサリンの幽霊のみであり、他の幽霊については、ヒースクリフ 夢想や、ヒースクリフ死後 噂など、その存在が示唆されるものの、実際に描写されることはない。ネリーはヒースクリフの幽霊を見たと う村人の話を、 「たわごとだって、おっしゃるでしょうし、わたしもそう思います」 （
“Idle 
tales, you’ll say, and so say I” [336] ）と断じる。ところがネリーは、
すぐに続けて、ジョウゼフがヒースクリフとキャサリン二人の幽霊を見た、という話を持ち出し、さら 、羊飼いの少年がふたりの幽 怖がって た する。羊飼いの少年の幽霊目撃談についても、親や友達がつまらないことを吹き込んだために、頭 中で幻を作り出したのだろう、とネリーは言うが、そ すぐ後でまた、自分自身の恐怖心を口にする （
“. . . yet still, I don’t like being out 
in the dark, now
” [336] ） 。また、嵐が丘の屋敷がほぼ閉鎖されると
聞いたロックウッドが、 「幽霊 住めるようにだね」 （
“For the use 









elly, shaking her head. “I believe the 
dead are at peace, but it is not right to speak of them
 w
ith levity.” (337)
このやり取りを見るだけでも、ネリーとロックウッドは、幽霊の存在に関して否定と肯定の間を揺れ動いているのが分かる。そもそも、村人や羊飼いの少年による幽霊目撃談をわざわざ持ち出しているのは、ネリーであり、ロックウッドなのだ。超自然的なものに対す 曖昧な態度は、まさに、作者、作品、そして読者と同じ態度であると言える で ないだろうか。少なくとも、二人の語り手がこの物語を語るのに十分 想像力を持っていることは間違いなかろう。　
複数の語り手が存在する場合、同じ事象に対して複数の視点を































467 ） 。しかし、 「事実の歪曲」と、 「事実の誤った解釈」とは区別





307–16 ） 。 『嵐が丘』の二人の語り手の場合、確
























も、ネリーに打ち明け話をしよう する傾向 点を指摘し、それはネリーがすぐれた人物であると周囲から見なされているせいだと述べる。確かに、マシスン 言うとおり、ジョウゼフやジラと比較すれば、ネリーが高く評価さ ているのは明らかだろう（
M





















する語りの技法によって、同じ出来事の異なった視点の間の分裂 さらには、表面上 ドラマと隠された作者の意図と 緊張関係 強調すと論じている（
G
ilbert and G
ubar 249 ） 。
（６）
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